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政
令
第

号

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
二
条
第
一
項
第
七
号
、
第
三
十
三
条
第
一
項
及
び
第
三
十

九
条
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の

政
令
を
制
定
す
る
。

道
路
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
三
第
一
項
第
二
号
並
び
に
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
第
三
項
（
」
を
「
第
三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
」
に

改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
第
六
号
中
「
第
三
項
（
」
を
「
第
三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
」
に
改
め
、
「
こ
れ
ら
の
規
定
を
」
を
削
り
、

同
項
第
十
二
号
の
二
中
「
同
条
第
二
項
後
段
」
を
「
同
項
後
段
」
に
改
め
、
同
項
第
十
八
号
本
文
中
「
第
二
項
（
」
を
「
第
二

項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
」
に
改
め
、
「
こ
れ
ら
の
規
定
を
」
を
削
り
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
第
三
号
（
」
を
「
第
三
号
（
こ
れ

ら
の
規
定
を
」
に
改
め
、
「
こ
れ
ら
の
規
定
を
」
を
削
る
。

第
六
条
第
二
項
中
「
法
第
二
十
七
条
第
二
項
」
を
「
同
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
三
項
（
」
を
「
第
三
項
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（
こ
れ
ら
の
規
定
を
」
に
改
め
、
「
こ
れ
ら
の
規
定
を
」
を
削
り
、
同
項
第
五
号
中
「
第
二
項
（
」
を
「
第
二
項
（
こ
れ
ら
の

規
定
を
」
に
改
め
、
「
こ
れ
ら
の
規
定
を
」
を
削
り
、
「
第
三
項
（
」
を
「
第
三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
」
に
改
め
る
。

第
七
条
中
「
第
三
十
二
条
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す
る
」
を
「
第
三
十
二
条
第
一
項
第
七
号
の
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中

「
瓦
」
を
「
瓦
」
に
改
め
、
同
条
第
九
号
を
同
条
第
十
号
と
し
、
同
条
第
八
号
中
「
第
十
四
条
の
二
に
お
い
て
単
に
「
連
結
路

か
わ
ら

附
属
地
」
を
「
以
下
「
特
定
連
結
路
附
属
地
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
九
号
と
し
、
同
条
第
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。八

道
路
の
区
域
内
の
地
面
に
設
け
る
自
転
車
（
側
車
付
き
の
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
、
道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和

二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
原
動
機
付
自
転
車
（
側
車
付
き
の
も
の
を
除
く
。
以
下
単

に
「
原
動
機
付
自
転
車
」
と
い
う
。
）
又
は
同
法
第
三
条
に
規
定
す
る
小
型
自
動
車
若
し
く
は
軽
自
動
車
で
二
輪
の
も
の

（
い
ず
れ
も
側
車
付
き
の
も
の
を
除
く
。
以
下
「
二
輪
自
動
車
」
と
い
う
。
）
を
駐
車
さ
せ
る
た
め
必
要
な
車
輪
止
め
装

置
そ
の
他
の
器
具
（
第
六
号
に
掲
げ
る
施
設
に
設
け
る
も
の
を
除
く
。
）

第
九
条
か
ら
第
十
一
条
の
二
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
占
用
の
期
間
に
関
す
る
基
準
）
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第
九
条

法
第
三
十
二
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
占

用
の
期
間
又
は
占
用
の
期
間
が
終
了
し
た
場
合
に
お
い
て
こ
れ
を
更
新
し
よ
う
と
す
る
場
合
の
期
間
が
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
工
作
物
、
物
件
又
は
施
設
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
工
作
物
、
物
件
又
は
施
設

十
年
以
内

イ

水
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
七
十
七
号
）
に
よ
る
水
管
（
同
法
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
水
道
事
業
又
は

同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
水
道
用
水
供
給
事
業
の
用
に
供
す
る
も
の
に
限
る
。
）

ロ

工
業
用
水
道
事
業
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
八
十
四
号
）
に
よ
る
水
管
（
同
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
工
業

用
水
道
事
業
の
用
に
供
す
る
も
の
に
限
る
。
）

ハ

下
水
道
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
九
号
）
に
よ
る
下
水
道
管

ニ

鉄
道
事
業
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
九
十
二
号
）
又
は
全
国
新
幹
線
鉄
道
整
備
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
七
十

一
号
）
に
よ
る
鉄
道
で
公
衆
の
用
に
供
す
る
も
の

ホ

ガ
ス
事
業
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
五
十
一
号
）
に
よ
る
ガ
ス
管
（
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
ガ
ス

事
業
又
は
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
簡
易
ガ
ス
事
業
の
用
に
供
す
る
も
の
に
限
る
。
）
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ヘ

電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
に
よ
る
電
柱
又
は
電
線
（
同
法
第
二
条
第
一
項
第
十
号
に
規
定

す
る
電
気
事
業
者
（
同
項
第
八
号
に
規
定
す
る
特
定
規
模
電
気
事
業
者
を
除
く
。
）
が
そ
の
事
業
の
用
に
供
す
る
も
の

に
限
る
。
）

ト

電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
に
よ
る
電
柱
、
電
線
又
は
公
衆
電
話
所
（
同
法
第
百
二
十

条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
電
気
通
信
事
業
者
が
同
項
に
規
定
す
る
認
定
電
気
通
信
事
業
の
用
に
供
す
る
も
の
に
限
る

。
）

チ

石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
五
号
）
に
よ
る
石
油
管
（
同
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す

る
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
の
用
に
供
す
る
も
の
に
限
る
。
）

二

そ
の
他
の
法
第
三
十
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
工
作
物
、
物
件
又
は
施
設

五
年
以
内

（
一
般
工
作
物
等
の
占
用
の
場
所
に
関
す
る
基
準
）

第
十
条

法
第
三
十
二
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
同
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
工
作
物
、
物
件
又
は
施
設

（
電
柱
、
電
線
、
公
衆
電
話
所
、
水
管
、
下
水
道
管
、
ガ
ス
管
、
石
油
管
、
第
七
条
第
四
号
に
掲
げ
る
仮
設
建
築
物
、
同
条

第
五
号
に
掲
げ
る
施
設
及
び
同
条
第
八
号
に
掲
げ
る
器
具
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
一
般
工
作
物
等
」
と
い
う
。
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）
に
関
す
る
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

一
般
工
作
物
等
（
鉄
道
の
軌
道
敷
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
地
上
（
ト
ン
ネ
ル
の
上
又
は
高
架
の

道
路
の
路
面
下
の
道
路
が
な
い
区
域
の
地
上
を
除
く
。
次
条
第
一
項
第
二
号
、
第
十
一
条
の
二
第
一
項
第
一
号
、
第
十
一

条
の
三
第
一
項
第
一
号
及
び
第
十
一
条
の
六
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
の
い
ず
れ
に

も
適
合
す
る
場
所
（
特
定
連
結
路
附
属
地
の
地
上
に
設
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
ロ
及
び
ハ
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
場

所
）
で
あ
る
こ
と
。

イ

一
般
工
作
物
等
の
道
路
の
区
域
内
の
地
面
に
接
す
る
部
分
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
位
置
に
あ
る
こ
と
。

法
面

の
り

(1)

側
溝
上
の
部
分

(2)

路
端
に
近
接
す
る
部
分

(3)

歩
道
（
自
転
車
歩
行
者
道
を
含
む
。
第
十
一
条
の
七
第
一
項
第
二
号
を
除
き
、
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）

(4)
内
の
車
道
（
自
転
車
道
を
含
む
。
第
十
一
条
の
七
第
一
項
第
一
号
及
び
第
十
一
条
の
八
第
一
項
第
一
号
を
除
き
、
以

下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
近
接
す
る
部
分
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一
般
工
作
物
等
の
種
類
又
は
道
路
の
構
造
か
ら
み
て
道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の

(5)
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
分
離
帯
、
ロ
ー
タ
リ
ー
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
道
路
の
部
分

ロ

一
般
工
作
物
等
の
道
路
の
上
空
に
設
け
ら
れ
る
部
分
（
法
敷
、
側
溝
、
路
端
に
近
接
す
る
部
分
、
歩
道
内
の
車
道
に

の
り

近
接
す
る
部
分
又
は
分
離
帯
、
ロ
ー
タ
リ
ー
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
道
路
の
部
分
の
上
空
に
あ
る
部
分
を
除
く
。
）

が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
最
下
部
と
路
面
と
の
距
離
が
四
・
五
メ
ー
ト
ル
（
歩
道
上
に
あ
つ
て
は
、
二
・
五
メ

ー
ト
ル
）
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ハ

一
般
工
作
物
等
の
種
類
又
は
道
路
の
構
造
か
ら
み
て
道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
な

い
場
合
を
除
き
、
道
路
の
交
差
し
、
接
続
し
、
又
は
屈
曲
す
る
部
分
以
外
の
道
路
の
部
分
で
あ
る
こ
と
。

二

一
般
工
作
物
等
を
地
下
に
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
場
所
で
あ
る
こ
と
。

イ

一
般
工
作
物
等
の
種
類
又
は
道
路
の
構
造
か
ら
み
て
、
路
面
を
し
ば
し
ば
掘
削
し
、
又
は
他
の
占
用
物
件
と
錯
そ
う

す
る
お
そ
れ
の
な
い
場
所
で
あ
る
こ
と
。

ロ

保
安
上
又
は
工
事
実
施
上
の
支
障
の
な
い
限
り
、
他
の
占
用
物
件
に
接
近
し
て
い
る
こ
と
。

ハ

道
路
の
構
造
又
は
地
上
に
あ
る
占
用
物
件
に
支
障
の
な
い
限
り
、
当
該
一
般
工
作
物
等
の
頂
部
が
地
面
に
接
近
し
て
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い
る
こ
と
。

三

一
般
工
作
物
等
を
ト
ン
ネ
ル
の
上
に
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
ト
ン
ネ
ル
の
構
造
の
保
全
又
は
ト
ン
ネ
ル
の
換
気
若

し
く
は
採
光
に
支
障
の
な
い
場
所
で
あ
る
こ
と
。

四

一
般
工
作
物
等
を
高
架
の
道
路
の
路
面
下
に
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
高
架
の
道
路
の
構
造
の
保
全
に
支
障
の
な
い

場
所
で
あ
る
こ
と
。

五

一
般
工
作
物
等
を
特
定
連
結
路
附
属
地
に
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
連
結
路
及
び
連
結
路
に
よ
り
連
結
さ
れ
る
道
路

の
見
通
し
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
場
所
で
あ
る
こ
と
。

（
電
柱
又
は
公
衆
電
話
所
の
占
用
の
場
所
に
関
す
る
基
準
）

第
十
一
条

法
第
三
十
二
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
電
柱
又
は
公
衆
電
話
所
に
関
す
る
法
第
三
十
三
条
第

一
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

道
路
の
敷
地
外
に
当
該
場
所
に
代
わ
る
適
当
な
場
所
が
な
く
、
公
益
上
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
所
で
あ
る
こ

と
。

二

電
柱
（
鉄
道
の
電
柱
を
除
く
。
）
を
地
上
に
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
次
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
場
所
で
あ
り
、
鉄



- 8 -

道
の
電
柱
又
は
公
衆
電
話
所
を
地
上
に
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
イ
に
適
合
す
る
場
所
で
あ
る
こ
と
。

イ

電
柱
又
は
公
衆
電
話
所
の
道
路
の
区
域
内
の
地
面
に
接
す
る
部
分
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
位
置
に
あ
る
こ

と
。

法
面
（
法
面
の
な
い
道
路
に
あ
つ
て
は
、
路
端
に
近
接
す
る
部
分
）

の
り

の
り

(1)

歩
道
内
の
車
道
に
近
接
す
る
部
分

(2)
ロ

同
一
の
線
路
に
係
る
電
柱
を
道
路
（
道
路
の
交
差
し
、
接
続
し
、
又
は
屈
曲
す
る
部
分
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お

い
て
同
じ
。
）
に
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
道
路
の
同
じ
側
で
あ
る
こ
と
。

ハ

電
柱
を
歩
道
を
有
し
な
い
道
路
に
設
け
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
反
対
側
に
占
用
物
件
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
占
用

物
件
と
の
水
平
距
離
が
八
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

２

前
条
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
規
定
は
電
柱
に
つ
い
て
、
同
条
第
一
号
（
ハ
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
二
号
か

ら
第
五
号
ま
で
の
規
定
は
公
衆
電
話
所
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
電
線
の
占
用
の
場
所
に
関
す
る
基
準
）

第
十
一
条
の
二

法
第
三
十
二
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
電
線
に
関
す
る
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
政
令
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で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

電
線
を
地
上
に
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
場
所
で
あ
る
こ
と
。

イ

電
線
の
最
下
部
と
路
面
と
の
距
離
が
五
メ
ー
ト
ル
（
既
設
の
電
線
に
附
属
し
て
設
け
る
場
合
そ
の
他
技
術
上
や
む
を

得
ず
、
か
つ
、
道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
少
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
四
・
五
メ
ー
ト
ル
、
歩

道
上
に
あ
つ
て
は
二
・
五
メ
ー
ト
ル
）
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ロ

電
線
を
既
設
の
電
線
に
附
属
し
て
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
保
安
上
の
支
障
が
な
く
、
か
つ
、
技
術
上
や
む
を
得

な
い
と
き
又
は
公
益
上
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
を
除
き
、
当
該
既
設
の
電
線
に
、
こ
れ
と
錯

そ
う
す
る
お
そ
れ
が
な
く
、
か
つ
、
保
安
上
の
支
障
の
な
い
程
度
に
接
近
し
て
い
る
こ
と
。

二

電
線
を
地
下
（
ト
ン
ネ
ル
の
上
又
は
高
架
の
道
路
の
路
面
下
の
道
路
が
な
い
区
域
の
地
下
を
除
く
。
次
条
第
一
項
第
二

号
及
び
第
十
一
条
の
四
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
場
所
で

あ
る
こ
と
。

イ

道
路
を
横
断
し
て
設
け
る
場
合
及
び
車
道
（
歩
道
を
有
し
な
い
道
路
に
あ
つ
て
は
、
路
面
の
幅
員
の
三
分
の
二
に
相

当
す
る
路
面
の
中
央
部
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
十
一
条
の
六
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
外
の
部
分
に
当
該
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場
所
に
代
わ
る
適
当
な
場
所
が
な
く
、
か
つ
、
公
益
上
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
電
線
の
本

線
を
車
道
の
部
分
に
設
け
る
場
合
を
除
き
、
車
道
以
外
の
部
分
で
あ
る
こ
と
。

ロ

電
線
の
頂
部
と
路
面
と
の
距
離
が
、
保
安
上
又
は
道
路
に
関
す
る
工
事
の
実
施
上
の
支
障
の
な
い
場
合
を
除
き
、
車

道
に
あ
つ
て
は
〇
・
八
メ
ー
ト
ル
、
歩
道
（
歩
道
を
有
し
な
い
道
路
に
あ
つ
て
は
、
路
面
の
幅
員
の
三
分
の
二
に
相
当

す
る
路
面
の
中
央
部
以
外
の
部
分
。
次
条
第
一
項
第
二
号
イ
並
び
に
第
十
一
条
の
六
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
お

い
て
同
じ
。
）
に
あ
つ
て
は
〇
・
六
メ
ー
ト
ル
を
超
え
て
い
る
こ
と
。

三

電
線
を
橋
又
は
高
架
の
道
路
に
取
り
付
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
桁
の
両
側
又
は
床
版
の
下
で
あ
る
こ
と
。

け
た

２

第
十
条
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
及
び
前
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
は
、
電
線
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十
一
条
の
二
の
次
に
次
の
六
条
を
加
え
る
。

（
水
管
又
は
ガ
ス
管
の
占
用
の
場
所
に
関
す
る
基
準
）

第
十
一
条
の
三

法
第
三
十
二
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
水
管
又
は
ガ
ス
管
に
関
す
る
法
第
三
十
三
条
第

一
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

水
管
又
は
ガ
ス
管
を
地
上
に
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
道
路
の
交
差
し
、
接
続
し
、
又
は
屈
曲
す
る
部
分
以
外
の
道
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路
の
部
分
で
あ
る
こ
と
。

二

水
管
又
は
ガ
ス
管
を
地
下
に
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
場
所
で
あ
る
こ
と
。

イ

道
路
を
横
断
し
て
設
け
る
場
合
及
び
歩
道
以
外
の
部
分
に
当
該
場
所
に
代
わ
る
適
当
な
場
所
が
な
く
、
か
つ
、
公
益

上
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
水
管
又
は
ガ
ス
管
の
本
線
を
歩
道
以
外
の
部
分
に
設
け
る
場
合

を
除
き
、
歩
道
の
部
分
で
あ
る
こ
と
。

ロ

水
管
又
は
ガ
ス
管
の
本
線
の
頂
部
と
路
面
と
の
距
離
が
一
・
二
メ
ー
ト
ル
（
工
事
実
施
上
や
む
を
得
な
い
場
合
に
あ

つ
て
は
、
〇
・
六
メ
ー
ト
ル
）
を
超
え
て
い
る
こ
と
。

２

第
十
条
第
一
号
（
ロ
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
、
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
並
び
に
前
条

第
一
項
第
三
号
の
規
定
は
、
水
管
又
は
ガ
ス
管
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
下
水
道
管
の
占
用
の
場
所
に
関
す
る
基
準
）

第
十
一
条
の
四

法
第
三
十
二
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
下
水
道
管
に
関
す
る
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の

政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
下
水
道
管
の
本
線
を
地
下
に
設
け
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
頂
部
と
路
面
と
の
距
離
が
三
メ
ー
ト

ル
（
工
事
実
施
上
や
む
を
得
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
一
メ
ー
ト
ル
）
を
超
え
て
い
る
こ
と
と
す
る
。
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２

第
十
条
第
一
号
（
ロ
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
、
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
、
第
十
一
条

の
二
第
一
項
第
三
号
並
び
に
前
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
（
イ
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、
下
水
道
管
に
つ

い
て
準
用
す
る
。

（
石
油
管
の
占
用
の
場
所
に
関
す
る
基
準
）

第
十
一
条
の
五

法
第
三
十
二
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
石
油
管
に
関
す
る
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
政

令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

ト
ン
ネ
ル
の
上
の
道
路
が
な
い
区
域
に
設
け
る
場
合
及
び
地
形
の
状
況
そ
の
他
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
と

認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
き
、
地
下
で
あ
る
こ
と
。

二

石
油
管
を
地
下
に
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
場
所
で
あ
る
こ
と
。

イ

道
路
を
横
断
し
て
設
け
る
場
合
及
び
ト
ン
ネ
ル
の
上
又
は
高
架
の
道
路
の
路
面
下
の
道
路
が
な
い
区
域
に
設
け
る
場

合
を
除
き
、
原
則
と
し
て
車
両
の
荷
重
の
影
響
の
少
な
い
場
所
で
あ
り
、
か
つ
、
石
油
管
の
導
管
と
道
路
の
境
界
線
と

の
水
平
距
離
が
保
安
上
必
要
な
距
離
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ロ

道
路
の
路
面
下
に
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
高
架
の
道
路
の
路
面
下
の
道
路
が
な
い
区
域
に
設
け
る
場
合
を
除
き
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、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
深
さ
の
場
所
で
あ
る
こ
と
。

市
街
地
に
お
い
て
は
、
防
護
構
造
物
に
よ
り
石
油
管
の
導
管
を
防
護
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
防
護
構
造
物
の

(1)
頂
部
と
路
面
と
の
距
離
が
一
・
五
メ
ー
ト
ル
を
、
そ
の
他
の
場
合
に
あ
つ
て
は
石
油
管
の
導
管
の
頂
部
と
路
面
と
の

距
離
が
一
・
八
メ
ー
ト
ル
を
超
え
て
い
る
こ
と
。

市
街
地
以
外
の
地
域
に
お
い
て
は
、
石
油
管
の
導
管
の
頂
部
（
防
護
構
造
物
に
よ
り
そ
の
導
管
を
防
護
す
る
場
合

(2)
に
あ
つ
て
は
、
当
該
防
護
構
造
物
の
頂
部
）
と
路
面
と
の
距
離
が
一
・
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え
て
い
る
こ
と
。

ハ

道
路
の
路
面
下
以
外
の
場
所
に
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
ト
ン
ネ
ル
の
上
の
道
路
が
な
い
区
域
に
設
け
る
場
合
を

除
き
、
当
該
石
油
管
の
導
管
の
頂
部
と
地
面
と
の
距
離
が
一
・
二
メ
ー
ト
ル
（
防
護
工
又
は
防
護
構
造
物
に
よ
り
そ
の

導
管
を
防
護
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
市
街
地
に
あ
つ
て
は
〇
・
九
メ
ー
ト
ル
、
市
街
地
以
外
の
地
域
に
あ
つ
て
は
〇

・
六
メ
ー
ト
ル
）
を
超
え
て
い
る
こ
と
。

ニ

高
架
の
道
路
の
路
面
下
に
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
道
路
を
横
断
し
て
設
け
る
場
合
を
除
き
、
当
該
石
油
管
の
導

管
と
道
路
の
境
界
線
と
の
水
平
距
離
が
保
安
上
必
要
な
距
離
以
上
で
あ
る
こ
と
。

三

石
油
管
を
地
上
に
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
場
所
で
あ
る
こ
と
。
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イ

ト
ン
ネ
ル
の
中
で
な
い
こ
と
。

ロ

高
架
の
道
路
の
路
面
下
の
道
路
の
な
い
区
域
に
あ
つ
て
は
、
当
該
高
架
の
道
路
の
桁
の
両
側
又
は
床
版
の
下
で
あ
り

け
た

、
か
つ
、
当
該
石
油
管
を
取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
あ
る
こ
と
。

ハ

石
油
管
の
最
下
部
と
路
面
と
の
距
離
が
五
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

２

第
十
条
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
、
第
十
一
条
の
二
第
一
項
第
三
号
及
び
第
十
一
条
の
三
第
一
項
第
一
号
の
規
定
は
、
石

油
管
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
条
第
二
号
中
「
適
合
す
る
場
所
」
と
あ
る
の
は
、
「
適
合
す
る
場

所
（
高
架
の
道
路
の
路
面
下
の
地
下
に
設
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
イ
及
び
ロ
に
適
合
す
る
場
所
）
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

（
特
定
仮
設
店
舗
等
の
占
用
の
場
所
に
関
す
る
基
準
）

第
十
一
条
の
六

法
第
三
十
二
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
第
七
条
第
四
号
に
掲
げ
る
仮
設
建
築
物
及
び
同

条
第
五
号
に
掲
げ
る
施
設
（
以
下
「
特
定
仮
設
店
舗
等
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る

基
準
は
、
特
定
仮
設
店
舗
等
を
地
上
に
設
け
る
場
合
に
お
い
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
場
所
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

一

道
路
の
一
方
の
側
に
設
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
十
二
メ
ー
ト
ル
以
上
、
道
路
の
両
側
に
設
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
二
十
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四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
幅
員
の
道
路
で
あ
る
こ
と
。

二

法
面
、
側
溝
上
の
部
分
又
は
歩
道
上
の
部
分
（
道
路
の
構
造
又
は
道
路
の
周
辺
の
状
況
上
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ

の
り

る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
道
路
の
交
通
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
と
き
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
ら
の
部
分
及
び
車
道
内

の
歩
道
に
近
接
す
る
部
分
）
で
あ
る
こ
と
。

三

歩
道
上
の
部
分
に
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
特
定
仮
設
店
舗
等
を
設
け
た
と
き
に
歩
行
者
が
そ
の
一
方
の
側
を
通
行

す
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
あ
る
こ
と
。

四

特
定
仮
設
店
舗
等
を
設
け
る
こ
と
に
よ
つ
て
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
路
面
の
部
分
の
幅
員
が
道
路
の
一
方
の

側
に
つ
き
四
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

２

第
十
条
第
一
号
（
ハ
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
規
定
は
、
特
定
仮
設
店
舗
等
に
つ
い
て

準
用
す
る
。

（
自
転
車
駐
車
器
具
の
占
用
の
場
所
に
関
す
る
基
準
）

第
十
一
条
の
七

法
第
三
十
二
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
第
七
条
第
八
号
に
規
定
す
る
自
転
車
を
駐
車
さ

せ
る
た
め
必
要
な
車
輪
止
め
装
置
そ
の
他
の
器
具
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
自
転
車
駐
車
器
具
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
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法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
場
所
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

一

車
道
以
外
の
道
路
の
部
分
（
分
離
帯
、
ロ
ー
タ
リ
ー
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
道
路
の
部
分
を
除
く
。
次
条
第
一
項
第

一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
こ
と
。

二

法
面
若
し
く
は
側
溝
上
の
部
分
又
は
自
転
車
道
、
自
転
車
歩
行
者
道
若
し
く
は
歩
道
上
に
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、

の
り

道
路
の
構
造
か
ら
み
て
道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
著
し
い
支
障
の
な
い
場
合
を
除
き
、
当
該
自
転
車
駐
車
器
具
を
自
転
車

の
駐
車
の
用
に
供
し
た
と
き
に
自
転
車
又
は
歩
行
者
が
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
部
分
の
一
方
の
側
の
幅
員
が
道
路
構
造

令
（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
三
百
二
十
号
）
第
十
条
第
三
項
本
文
、
第
十
条
の
二
第
二
項
又
は
第
十
一
条
第
三
項
に
規
定

す
る
幅
員
で
あ
る
こ
と
。

２

第
十
条
第
一
号
及
び
第
五
号
の
規
定
は
、
自
転
車
駐
車
器
具
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
号

中
「
地
上
（
」
と
あ
る
の
は
「
地
面
（
」
と
、
「
地
上
を
」
と
あ
る
の
は
「
地
面
を
」
と
、
「
次
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る

場
所
（
特
定
連
結
路
附
属
地
の
地
上
に
設
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
ロ
及
び
ハ
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
場
所
）
」
と
あ
る

の
は
「
ロ
及
び
ハ
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
場
所
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
原
動
機
付
自
転
車
等
駐
車
器
具
の
占
用
の
場
所
に
関
す
る
基
準
）
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第
十
一
条
の
八

法
第
三
十
二
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
第
七
条
第
八
号
に
規
定
す
る
原
動
機
付
自
転
車

又
は
二
輪
自
動
車
を
駐
車
さ
せ
る
た
め
必
要
な
車
輪
止
め
装
置
そ
の
他
の
器
具
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
原
動
機
付
自
転

車
等
駐
車
器
具
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る

場
所
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

一

車
道
以
外
の
道
路
の
部
分
内
の
車
道
に
近
接
す
る
部
分
で
あ
る
こ
と
。

二

道
路
の
構
造
か
ら
み
て
道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
著
し
い
支
障
の
な
い
場
合
を
除
き
、
当
該
原
動
機
付
自
転
車
等
駐
車

器
具
を
原
動
機
付
自
転
車
又
は
二
輪
自
動
車
の
駐
車
の
用
に
供
し
た
と
き
に
自
転
車
又
は
歩
行
者
が
通
行
す
る
こ
と
が
で

き
る
部
分
の
幅
員
が
道
路
構
造
令
第
十
条
第
三
項
本
文
、
第
十
条
の
二
第
二
項
又
は
第
十
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
幅
員

で
あ
る
こ
と
。

２

第
十
条
第
一
号
及
び
第
五
号
の
規
定
は
、
原
動
機
付
自
転
車
等
駐
車
器
具
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
条
第
一
号
中
「
地
上
（
」
と
あ
る
の
は
「
地
面
（
」
と
、
「
地
上
を
」
と
あ
る
の
は
「
地
面
を
」
と
、
「
次
の
い
ず
れ
に

も
適
合
す
る
場
所
（
特
定
連
結
路
附
属
地
の
地
上
に
設
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
ロ
及
び
ハ
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
場
所

）
」
と
あ
る
の
は
「
ロ
及
び
ハ
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
場
所
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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第
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
構
造
に
関
す
る
基
準
）

第
十
二
条

法
第
三
十
二
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、

次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

地
上
に
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

イ

倒
壊
、
落
下
、
は
く
離
、
汚
損
、
火
災
、
荷
重
、
漏
水
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
支
障
を
及

ぼ
す
こ
と
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

電
柱
の
脚
釘
は
、
路
面
か
ら
一
・
八
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
さ
に
、
道
路
の
方
向
と
平
行
し
て
設
け
る
も
の
で
あ
る
こ

て
い

と
。

ハ

特
定
仮
設
店
舗
等
に
あ
つ
て
は
、
必
要
最
小
限
度
の
規
模
で
あ
り
、
か
つ
、
道
路
の
交
通
に
及
ぼ
す
支
障
を
で
き
る

限
り
少
な
く
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

地
下
に
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

イ

堅
固
で
耐
久
性
を
有
す
る
と
と
も
に
、
道
路
及
び
地
下
に
あ
る
他
の
占
用
物
件
の
構
造
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
も
の
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で
あ
る
こ
と
。

ロ

車
道
に
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
道
路
の
強
度
に
影
響
を
与
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ

電
線
、
水
管
、
下
水
道
管
、
ガ
ス
管
又
は
石
油
管
に
つ
い
て
は
、
各
戸
に
引
き
込
む
た
め
に
地
下
に
設
け
る
も
の
そ

の
他
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
き
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
占
用
物
件
の
名
称
、

管
理
者
、
埋
設
し
た
年
そ
の
他
の
保
安
上
必
要
な
事
項
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

橋
又
は
高
架
の
道
路
に
取
り
付
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
橋
又
は
高
架
の
道
路
の
強
度
に
影
響
を
与
え
な
い
構
造

で
あ
る
こ
と
。

四

特
定
連
結
路
附
属
地
に
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

イ

連
結
路
及
び
連
結
路
に
よ
り
連
結
さ
れ
る
道
路
の
見
通
し
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

当
該
工
作
物
、
物
件
又
は
施
設
の
規
模
及
び
用
途
そ
の
他
の
状
況
に
応
じ
、
当
該
工
作
物
、
物
件
又
は
施
設
と
連
絡

す
る
道
路
の
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
、
必
要
な
規
模
の
駐
車
場
及
び
適
切
な
構
造
の
通

路
そ
の
他
の
施
設
を
設
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
十
二
条
の
二
か
ら
第
十
四
条
の
二
ま
で
を
削
る
。
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第
十
五
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
工
事
実
施
の
方
法
に
関
す
る
基
準
）
」
を
付
し
、
同
条
各

号
列
記
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

法
第
三
十
二
条
第
二
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

第
十
五
条
第
四
号
中
「
一
側
」
を
「
一
方
の
側
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
に
は
」
を
「
に
お
い
て
は
」
に
、
「
お
お
い

を
設
け
、
夜
間
は
赤
色
灯
又
は
黄
色
灯
を
つ
け
、
」
を
「
覆
い
の
設
置
、
夜
間
に
お
け
る
赤
色
灯
又
は
黄
色
灯
の
点
灯
」
に
改

め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

前
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
電
線
、
水
管
、
下
水
道
管
、
ガ
ス
管
若
し
く
は
石
油
管
（
以
下
こ
の
号
に
お

い
て
「
電
線
等
」
と
い
う
。
）
が
地
下
に
設
け
ら
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
所
又
は
そ
の
付
近
を
掘
削
す
る
工
事
に
あ

つ
て
は
、
保
安
上
の
支
障
の
な
い
場
合
を
除
き
、
次
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

試
掘
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
当
該
電
線
等
を
確
認
し
た
後
に
実
施
す
る
こ
と
。

ロ

当
該
電
線
等
の
管
理
者
と
の
協
議
に
基
づ
き
、
当
該
電
線
等
の
移
設
又
は
防
護
、
工
事
の
見
回
り
又
は
立
会
い
そ
の

他
の
保
安
上
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
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ハ

ガ
ス
管
又
は
石
油
管
の
付
近
に
お
い
て
、
火
気
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

第
十
五
条
を
第
十
三
条
と
し
、
第
十
五
条
の
二
を
削
る
。

第
十
六
条
の
見
出
し
を
「
（
工
事
の
時
期
に
関
す
る
基
準
）
」
に
改
め
、
同
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。

法
第
三
十
二
条
第
二
項
第
六
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

第
十
六
条
第
一
号
中
「
と
す
る
」
を
「
で
あ
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
と
す
る
」
を
「
で
あ
る
」
に
、
「
掘
さ
く
」

、

、

を
「
掘
削
」
に
、
「
し
や
断
」
を
「
遮
断
」
に
、
「
少
い
」
を
「
少
な
い
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
四
条
と
す
る
。

、

、

第
十
七
条
の
見
出
し
を
「
（
道
路
の
復
旧
の
方
法
に
関
す
る
基
準
）
」
に
改
め
、
同
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う

に
改
め
る
。

法
第
三
十
二
条
第
二
項
第
七
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

第
十
七
条
第
一
号
中
「
掘
さ
く
土
砂
を
埋
め
も
ど
す
」
を
「
占
用
の
た
め
に
掘
削
し
た
土
砂
を
埋
め
戻
す
」
に
、
「
し
め
固

、

、
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め
る
」
を
「
締
め
固
め
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
掘
さ
く
土
砂
」
を
「
占
用
の
た
め
に
掘
削
し
た
土
砂
」
に
、
「
埋
め

、

、

も
ど
す
」
を
「
埋
め
戻
す
」
に
、
「
入
換
を
行
つ
た
後
」
を
「
入
換
え
を
行
つ
た
後
に
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
表
面
仕

上
」
を
「
表
面
仕
上
げ
」
に
、
「
掘
さ
く
」
を
「
掘
削
」
に
、
「
し
め
固
め
る
」
を
「
締
め
固
め
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十

、

、

五
条
と
す
る
。

第
十
七
条
の
二
中
「
第
十
二
条
の
四
ま
で
及
び
第
十
四
条
か
ら
」
を
削
り
、
同
条
た
だ
し
書
中
「
第
九
条
に
規
定
す
る
石
油

管
」
を
「
第
十
一
条
の
五
に
規
定
す
る
石
油
管
（
第
九
条
第
一
号
チ
に
掲
げ
る
石
油
管
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ

。
）
」
に
、
「
又
は
構
造
に
つ
い
て
の
」
を
「
に
関
す
る
基
準
又
は
第
十
二
条
に
規
定
す
る
石
油
管
の
構
造
に
関
す
る
」
に
改

め
、
同
条
を
第
十
六
条
と
す
る
。

第
十
八
条
中
「
第
三
十
六
条
第
一
項
但
書
に
規
定
す
る
」
を
「
第
三
十
六
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
」
に
、
「
こ
え
な
い
」
を

「
超
え
な
い
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
七
条
と
す
る
。

第
十
九
条
中
「
第
三
十
九
条
第
一
項
但
書
に
規
定
す
る
」
を
「
第
三
十
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十

八
条
と
す
る
。

第
十
九
条
の
二
第
一
項
中
「
第
七
条
第
八
号
及
び
第
九
号
」
を
「
第
七
条
第
九
号
及
び
第
十
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
九
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条
と
す
る
。

第
十
九
条
の
三
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
、
「
取
消
」
を
「
取
消
し
」
に
、
「
こ
え
る
」
を
「
超
え

る
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
九
条
の
二
と
す
る
。

第
十
九
条
の
四
を
第
十
九
条
の
三
と
し
、
第
二
章
中
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
道
路
の
占
用
に
関
す
る
規
定
の
道
路
予
定
区
域
に
つ
い
て
の
準
用
）

第
十
九
条
の
四

第
七
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、
道
路
予
定
区
域
に
法
第
三
十
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
工
作
物
、
物

件
又
は
施
設
を
設
け
、
継
続
し
て
道
路
予
定
区
域
を
使
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十
九
条
の
十
一
の
見
出
し
を
「
（
違
法
放
置
物
件
に
関
す
る
規
定
の
道
路
予
定
区
域
に
つ
い
て
の
準
用
）
」
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
の
二
の
三
第
一
項
第
一
号
中
「
（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
三
百
二
十
号
）
」
を
削
る
。

第
三
十
七
条
第
一
項
中
「
第
七
十
三
条
第
二
項
」
の
下
に
「
（
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
る
。

第
三
十
八
条
中
「
第
九
十
二
条
第
一
項
」
の
下
に
「
（
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を

加
え
、
同
条
た
だ
し
書
中
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
改
め
る
。
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第
三
十
九
条
第
二
項
第
六
号
中
「
第
十
九
条
の
二
第
三
項
第
六
号
」
を
「
第
十
九
条
第
三
項
第
六
号
」
に
改
め
る
。

別
表
中
「
第
十
九
条
の
二
」
を
「
第
十
九
条
」
に
改
め
、
同
表
法
第
三
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
工
作
物
の
項
中
「

地
下
電
線
そ
の
他
地
下
に
設
け
る
」
を
「
地
下
に
設
け
る
電
線
そ
の
他
の
」
に
改
め
、
同
表
第
七
条
第
六
号
に
掲
げ
る
施
設
並

び
に
同
条
第
七
号
に
掲
げ
る
施
設
及
び
自
動
車
駐
車
場
及
び
第
七
条
第
八
号
及
び
第
九
号
に
掲
げ
る
施
設
の
項
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。

階
数
が
一
の

Ａ
に
〇
・
〇
〇
五

Ａ
に
〇
・
〇
〇
六

Ａ
に
〇
・
〇
〇
八

も
の

を
乗
じ
て
得
た
額

を
乗
じ
て
得
た
額

を
乗
じ
て
得
た
額

第
七
条
第
六

階
数
が
二
の

Ａ
に
〇
・
〇
〇
六

Ａ
に
〇
・
〇
〇
九

Ａ
に
〇
・
〇
一
一

号
に
掲
げ
る

も
の

を
乗
じ
て
得
た
額

を
乗
じ
て
得
た
額

を
乗
じ
て
得
た
額

施
設
並
び
に

建
築
物

階
数
が
三
の

Ａ
に
〇
・
〇
〇
八

Ａ
に
〇
・
〇
一
一

Ａ
に
〇
・
〇
一
五

同
条
第
七
号

も
の

を
乗
じ
て
得
た
額

を
乗
じ
て
得
た
額

を
乗
じ
て
得
た
額

に
掲
げ
る
施

階
数
が
四
以

Ａ
に
〇
・
〇
〇
九

Ａ
に
〇
・
〇
一
三

Ａ
に
〇
・
〇
一
六

設
及
び
自
動

上
の
も
の

を
乗
じ
て
得
た
額

を
乗
じ
て
得
た
額

を
乗
じ
て
得
た
額

車
駐
車
場
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占
用
面
積

Ａ
に
〇
・
〇
〇
五

Ａ
に
〇
・
〇
〇
六

Ａ
に
〇
・
〇
〇
八

そ
の
他
の
も
の

一
平
方
メ

を
乗
じ
て
得
た
額

を
乗
じ
て
得
た
額

を
乗
じ
て
得
た
額

第
七
条
第
八
号
に
掲
げ
る
器
具

ー
ト
ル
に

Ａ
に
〇
・
〇
一
八
を
乗
じ
て
得
た
額

上
空
、
ト
ン
ネ
ル

階
数
が
一
の

つ
き
一
年

Ａ
に
〇
・
〇
〇
五

Ａ
に
〇
・
〇
〇
六

Ａ
に
〇
・
〇
〇
八

の
上
又
は
高
速
自

も
の

を
乗
じ
て
得
た
額

を
乗
じ
て
得
た
額

を
乗
じ
て
得
た
額

動
車
国
道
若
し
く

階
数
が
二
の

Ａ
に
〇
・
〇
〇
六

Ａ
に
〇
・
〇
〇
九

Ａ
に
〇
・
〇
一
一

第
七
条
第
九

は
自
動
車
専
用
道

も
の

を
乗
じ
て
得
た
額

を
乗
じ
て
得
た
額

を
乗
じ
て
得
た
額

号
及
び
第
十

路
（
高
架
の
も
の

階
数
が
三
の

Ａ
に
〇
・
〇
〇
八

Ａ
に
〇
・
〇
一
一

Ａ
に
〇
・
〇
一
五

号
に
掲
げ
る

に
限
る
。
）
の
路

も
の

を
乗
じ
て
得
た
額

を
乗
じ
て
得
た
額

を
乗
じ
て
得
た
額

施
設

面
下
に
設
け
る
も

階
数
が
四
以

Ａ
に
〇
・
〇
〇
九

Ａ
に
〇
・
〇
一
三

Ａ
に
〇
・
〇
一
六

の

上
の
も
の

を
乗
じ
て
得
た
額

を
乗
じ
て
得
た
額

を
乗
じ
て
得
た
額

そ
の
他
の
も
の

Ａ
に
〇
・
〇
一
八
を
乗
じ
て
得
た
額

別
表
の
備
考
第
七
号
中
「
第
七
条
第
八
号
及
び
第
九
号
」
を
「
第
七
条
第
九
号
及
び
第
十
号
」
に
改
め
る
。
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附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
九
年
一
月
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
道
路
整
備
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

２

道
路
整
備
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
三
号
中
「
か
ら
第
九
号
ま
で
」
を
「
、
第
七
号
、
第
九
号
及
び
第
十
号
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
中
「
第
十
九
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
十
九
条
第
一
項
」
に
、
「
第
十
九
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
十
九
条
の

二
第
一
項
」
に
、
「
第
十
九
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
十
九
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
第
二
項
の
表
第
十
九
条
の
四
第
一
項
の
項
中
「
第
十
九
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
十
九
条
の
三
第
一
項
」
に
改

め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
十
九
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
十
九
条
第
三
項
」
に
、
「
第
十
九
条
の
三
第
二
項
た
だ
し
書
」
を

「
第
十
九
条
の
二
第
二
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
項
の
表
第
十
九
条
の
三
第
一
項
の
項
中
「
第
十
九
条
の
三
第
一
項
」
を

「
第
十
九
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
表
第
十
九
条
の
四
第
一
項
の
項
中
「
第
十
九
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
十
九
条
の

三
第
一
項
」
に
改
め
る
。
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（
高
速
自
動
車
国
道
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

３

高
速
自
動
車
国
道
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
二
百
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
の
表
第
三
条
の
二
第
一
項
、
第
十
九
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
十
九
条
の
三
第
一
項
の
項
中
「
第

十
九
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
十
九
条
第
一
項
」
に
、
「
第
十
九
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
十
九
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め

、
同
表
第
十
九
条
の
三
第
一
項
の
項
中
「
第
十
九
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
十
九
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
表
第
十
九

条
の
四
第
一
項
の
項
中
「
第
十
九
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
十
九
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
る
。
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理

由

自
転
車
等
の
駐
車
場
の
整
備
を
促
進
す
る
た
め
、
道
路
の
占
用
の
許
可
に
係
る
工
作
物
、
物
件
又
は
施
設
と
し
て
、
自
転
車

等
を
駐
車
さ
せ
る
た
め
必
要
な
車
輪
止
め
装
置
そ
の
他
の
器
具
を
追
加
す
る
等
の
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。


